
　

複
数
の
国
々
で
使
わ
れ
る
通
貨
と
し

て
は
欧
州
共
通
通
貨
ユ
ー
ロ
が
有
名
だ

が
、
西
ア
フ
リ
カ
に
も
同
様
の
共
通
通

貨
が
存
在
す
る
こ
と
を
ご
存
じ
だ
ろ
う

か
。
そ
の
通
貨
の
名
は
「
Ｃ
Ｆ
Ａ
フ
ラ

ン
」（「
セ
ー
フ
ァ
ー
フ
ラ
ン
」
と
読
む
）

で
あ
る
。
こ
の
通
貨
の
成
り
立
ち
、
硬

貨
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
歴
史
に
つ

い
て
順
に
み
て
い
こ
う
。

●
西
ア
フ
リ
カ
の
Ｃ
Ｆ
Ａ
フ
ラ
ン

　

Ｃ
Ｆ
Ａ
フ
ラ
ン
は
、
西
ア
フ
リ
カ
通

貨
同
盟
（
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ａ
）
に
加
盟
す
る
セ

ネ
ガ
ル
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
、
マ

リ
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
、
ニ
ジ
ェ
ー

ル
、
ベ
ナ
ン
、
ト
ー
ゴ
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ

ウ
の
八
カ
国
に
暮
ら
す
お
よ
そ
一
億
人

の
人
び
と
が
使
用
す
る
共
通
通
貨
で
あ

る
（
加
盟
国
の
位
置
は
地
図
を
参
照
）。

　

Ｃ
Ｆ
Ａ
フ
ラ
ン
を
発
行
し
て
い
る
の

は
、
加
盟
国
共
通
の
中
央
銀
行
で
あ
る

西
ア
フ
リ
カ
諸
国
中
央
銀
行
（
Ｂ
Ｃ
Ｅ

Ａ
Ｏ
）
で
あ
る
（
以
下
、「
西
ア
フ
リ

カ
中
銀
」
と
記
す
）。
現
加
盟
国
の
う

ち
、
一
九
九
七
年
に
新
規
加
盟
し
た
ギ

ニ
ア
ビ
サ
ウ
（
旧
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
）
以

外
は
す
べ
て
旧
フ
ラ
ン
ス
領
で
あ
る
。

　

な
お
、「
Ｃ
Ｆ
Ａ
フ
ラ
ン
」
と
い
う

名
称
の
通
貨
は
、
中
部
ア
フ
リ
カ
の
旧

フ
ラ
ン
ス
領
諸
国
で
も
使
わ
れ
て
い
る

が
、
こ
ち
ら
は
中
部
ア
フ
リ
カ
通
貨
同

盟
（
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｃ
）
に
基
づ
い
て
設
置
さ

れ
た
中
部
ア
フ
リ
カ
諸
国
中
央
銀
行

（
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｃ
）
が
発
行
す
る
別
の
共
通

通
貨
で
、
紙
幣
や
硬
貨
の
デ
ザ
イ
ン
も

異
な
る
。
中
部
ア
フ
リ
カ
の
Ｃ
Ｆ
Ａ
フ

ラ
ン
は
歴
史
や
現
在
の
交
換
レ
ー
ト
な

ど
、
西
ア
フ
リ
カ
の
Ｃ
Ｆ
Ａ
フ
ラ
ン
と

共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
本
稿
で

は
基
本
的
に
、
西
ア
フ
リ
カ
の
Ｃ
Ｆ
Ａ

フ
ラ
ン
に
つ
い
て
の
み
述
べ
る
。

●
フ
ラ
ン
ス
と
の
結
び
つ
き

　

西
ア
フ
リ
カ
の
Ｃ
Ｆ
Ａ
フ
ラ
ン
は
、

も
と
も
と
、
フ
ラ
ン
ス
が
西
ア
フ
リ
カ

に
領
有
し
た
九
つ
の
植
民
地
（
国
連
信

託
統
治
領
の
ト
ー
ゴ
を
含
む
）
で
、
一

九
四
五
年
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
。
一
九

六
〇
年
ま
で
に
こ
れ
ら
の
植
民
地
は
独

立
を
達
成
し
た
が
、
大
半
の
国
々
は
独

自
通
貨
を
発
行
せ
ず
、
フ
ラ
ン
ス
国
庫

か
ら
一
〇
〇
％
の
保
証
が
受
け
ら
れ
る

Ｃ
Ｆ
Ａ
フ
ラ
ン
を
引
き
続
き
使
用
し

た
。
フ
ラ
ン
ス
国
庫
か
ら
の
一
〇
〇
％

保
証
は
現
在
ま
で
維
持
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
通
貨
の
安
定
と
い
う
利
点

の
一
方
で
、
過
大
評
価
や
通
貨
政
策
の

自
主
性
の
欠
如
な
ど
の
問
題
も
常
々
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｆ
Ａ
フ
ラ
ン
は
フ

ラ
ン
ス
植
民
地
帝
国
の
名
残
と
し
て
の

性
格
を
色
濃
く
持
つ
通
貨
な
の
で
あ
る
。

　

ま
た
こ
の
点
は
、
植
民
地
期
に
「
ア

フ
リ
カ
・
フ
ラ
ン
ス
領
植
民
地
」

（C
o

lo
n

ie
s

 
F

r
a

n
ç

a
is

e
s 

d
’A

friq
u
e

）
を
略
し
て
命
名
さ
れ
た

「
Ｃ
Ｆ
Ａ
」
が
、
引
き
続
き
使
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
も
象
徴
さ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
現
在
の
公
式
の
説
明
で
は

「
Ｃ
Ｆ
Ａ
」
は
「
ア
フ
リ
カ
金
融
共
同

体

」（C
o
m

m
u
n
au

té F
in

an
cière 

A
fricain

e

）
の
意
味
だ
と
さ
れ
る

が
、
こ
の
固
有
名
を
持
つ
共
同
体
が
現

実
に
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
一
九
世
紀
に

始
ま
る
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
西
ア
フ
リ
カ
の

植
民
地
化
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
こ
の
地

で
使
わ
れ
て
き
た
タ
カ
ラ
ガ
イ
、
金
、

鉄
線
な
ど
の
在
来
の
交
換
手
段
を
駆
逐

す
る
過
程
で
も
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
植

民
地
当
局
は
支
払
い
や
徴
税
を
通
し
て

公
定
通
貨
で
あ
る
植
民
地
フ
ラ
ン
を
半

強
制
的
に
普
及
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、

ニジェール

ベナン
トーゴ

セネガル

ギニア
ビサウ

コート
ジボワール

マリ

ブルキナ
ファソ

地図　西アフリカの CFA フラン使用国

筆者作成

特 集

途上国とコイン

Ｃ
Ｆ
Ａ
フ
ラ
ン
硬
貨
が
教
え
て
く
れ
る
こ
と

― 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
決
済
、通
貨
に
込
め
ら
れ
た
歴
史 

―

佐
藤
　
章
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二
〇
世
紀
の
前
半
に
な
っ
て
も
な
お
、

植
民
地
フ
ラ
ン
は
し
ば
し
ば
対
タ
カ
ラ

ガ
イ
の
交
換
レ
ー
ト
で
暴
落
し
た
と
い

う
⑴

。
近
代
的
な
通
貨
の
普
及
に
は
、
大

き
な
困
難
が
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
困
難
な
取
り
組
み
を
推
進
し
、

Ｃ
Ｆ
Ａ
フ
ラ
ン
圏
を
作
り
上
げ
た
フ
ラ

ン
ス
が
、
い
ま
や
フ
ラ
ン
ス
・
フ
ラ
ン

の
使
用
を
止
め
て
い
る
の
は
皮
肉
な
こ

と
で
あ
る
。
Ｃ
Ｆ
Ａ
フ
ラ
ン
は
創
設
以

来
フ
ラ
ン
ス
・
フ
ラ
ン
と
の
固
定
相
場

制
の
も
と
に
あ
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
の

ユ
ー
ロ
導
入
に
と
も
な
い
、
Ｃ
Ｆ
Ａ
フ

ラ
ン
も
、
一
九
九
九
年
一
月
一
日
に

ユ
ー
ロ
と
の
固
定
相
場
制
に
移
行
し
た
。

　

ユ
ー
ロ
と
の
交
換
レ
ー
ト
は
、
一

ユ
ー
ロ
＝
六
五
五
・
九
五
七
Ｃ
Ｆ
Ａ
フ

ラ
ン
と
い
う
や
や
込
み
入
っ
た
値
で
あ

る
。
こ
れ
は
か
つ
て
の
対
フ
ラ
ン
ス
・

フ
ラ
ン
で
の
交
換
レ
ー
ト
（
一
フ
ラ
ン

ス
・
フ
ラ
ン
＝
一
〇
〇
Ｃ
Ｆ
Ａ
フ
ラ

ン
）
に
、
ユ
ー
ロ
導
入
時
に
フ
ラ
ン

ス
・
フ
ラ
ン
に
適
用
さ
れ
た
レ
ー
ト

（
一
ユ
ー
ロ
＝
六
・
五
五
九
五
七
フ
ラ

ン
ス
・
フ
ラ
ン
）
を
掛
け
て
得
ら
れ
た

レ
ー
ト
で
あ
る
。
交
換
レ
ー
ト
の
込
み

入
っ
た
値
も
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
歴
史
的

な
結
び
つ
き
の
産
物
な
の
で
あ
る
。

●
ア
ビ
ジ
ャ
ン
で
の
硬
貨
不
足

　

さ
て
、
私
が
主
に
調
査
を
し
て
い
る

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
は
、
西
ア
フ
リ
カ

の
Ｃ
Ｆ
Ａ
フ
ラ
ン
圏
で
最
大
の
経
済
規

模
を
持
つ
国
で
あ
る
。
硬
貨
に
関
し
て

と
り
わ
け
印
象
深
い
の
は
、
そ
の
慢
性

的
な
不
足
ぶ
り
で
あ
る
。

　

現
在
発
行
さ
れ
て
い
る
Ｃ
Ｆ
Ａ
フ
ラ

ン
硬
貨
は
、
額
面
が
一
、
五
、
一
〇
、

二
五
、
五
〇
、
一
〇
〇
、
二
〇
〇
、
二

五
〇
、
五
〇
〇
の
九
種
類
で
あ
る
。
西

ア
フ
リ
カ
の
Ｃ
Ｆ
Ａ
フ
ラ
ン
圏
全
体
で

流
通
し
て
い
る
硬
貨
は
、
二
〇
一
一
年

末
時
点
で
、
合
計
二
八
億
枚
に
と
ど
ま

る
（
日
常
的
に
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
い

一
フ
ラ
ン
硬
貨
を
除
く
）⑵
。

　

こ
れ
に
対
し
、
西
ア
フ
リ
カ
の
Ｃ
Ｆ

Ａ
フ
ラ
ン
圏
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
人
口
規

模
を
持
つ
日
本
で
は
、
八
八
四
億
枚
に

も
の
ぼ
る
硬
貨
が
流
通
し
て
い
る
（
二

〇
一
二
年
末
時
点
）⑶
。
Ｃ
Ｆ
Ａ
フ
ラ

ン
圏
で
の
人
口
一
人
当
た
り
の
硬
貨
の

枚
数
は
、
日
本
の
三
四
分
の
一
し
か
な

い
こ
と
に
な
る
。
Ｃ
Ｆ
Ａ
フ
ラ
ン
圏
の

広
大
な
面
積
（
お
よ
そ
三
五
〇
万
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
も
、
硬
貨
の
円
滑
な

流
通
を
阻
害
す
る
要
因
で
あ
る
。

　

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
で
の
日
々
の
生

活
の
な
か
で
、
こ
の
硬
貨
不
足
は
肌
で

感
じ
ら
れ
る
。
タ
ク
シ
ー
（
西
ア
フ
リ

カ
有
数
の
大
都
市
で
あ
る
同
国
の
最
大

都
市
ア
ビ
ジ
ャ
ン
で
外
国
人
が
効
率
よ

く
移
動
す
る
に
は
タ
ク
シ
ー
が
重
宝
）

で
も
、
日
常
食
で
あ
る
パ
ン
（
ち
な
み

に
フ
ラ
ン
ス
式
の
バ
ゲ
ッ
ト
で
、
安
価

で
た
い
へ
ん
美
味
で
あ
る
）
の
屋
台
で

も
、
ス
ー
パ
ー
で
も
、「
釣
り
銭
が
な

い
」
と
い
う
宣
言
に
頻
繁
に
出
く
わ
す
。

　

こ
う
い
う
状
況
を
避
け
る
た
め
、
滞

在
中
は
釣
り
銭
が
も
ら
え
る
機
会
を
逃

さ
ず
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
硬
貨
を
手

元
に
お
く
よ
う
心
が
け
る
の
だ
が
、
出

番
が
多
い
硬
貨
の
手
持
ち
は
す
ぐ
に
払ふ

っ

底て
い

し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
ま
た
、
タ
ク

シ
ー
や
商
店
で
「
釣
り
銭
が
な
い
」
と

い
う
宣
言
を
聞
く
こ
と
に
な
る
。

●
硬
貨
不
足
へ
の
対
処
法

　

慢
性
化
し
た
硬
貨
不
足
へ
の
対
処
策

を
、
人
び
と
は
さ
ま
ざ
ま
に
編
み
だ
し

て
い
る
。
ま
ず
、
買
い
手
が
釣
り
銭
を

諦
め
る
方
法
が
あ
る
。
タ
ク
シ
ー
で
も

ス
ー
パ
ー
で
も
、
買
い
手
が
「
お
釣
り

は
要
ら
な
い
よ
」
と
い
え
ば
、
運
転

手
・
レ
ジ
係
は
笑
顔
で
「
あ
り
が
と

う
」
と
い
っ
て
く
れ
る
。
手
っ
取
り
早

く
、
社
交
的
で
好
ま
し
い
方
法
で
あ
る
。

　

反
対
に
、
運
転
手
・
レ
ジ
係
の
方
が

端
額
を
ま
け
て
く
れ
る
場
合
が
あ
る
。

例
え
ば
、
請
求
額
が
一
一
〇
〇
フ
ラ
ン

だ
っ
た
場
合
に
、
買
い
手
が
一
〇
〇
〇

フ
ラ
ン
札
二
枚
を
出
す
と
、「
一
〇
〇

〇
フ
ラ
ン
で
い
い
よ
」
と
、
札
一
枚
を

返
し
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場

合
は
、
買
い
手
が
に
っ
こ
り
笑
顔
で

「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
番
で
あ
る
。

　

売
り
手
側
は
、
釣
り
銭
が
な
い
場
合

だ
け
で
な
く
、
な
け
な
し
の
釣
り
銭
を

温
存
し
た
い
場
合
に
も
こ
の
や
り
方
を

と
る
。
慢
性
的
な
硬
貨
不
足
の
な
か
で

は
、
釣
り
銭
用
の
小
銭
を
大
き
く
減
ら

す
ぐ
ら
い
な
ら
、
収
入
の
一
部
を
断
念

し
た
方
が
よ
い
と
い
う
、
興
味
深
い
判

断
が
こ
こ
に
は
観
察
さ
れ
る
。

　

モ
ノ
を
介
在
さ
せ
る
対
処
法
も
あ

る
。
ス
ー
パ
ー
や
商
店
な
ら
ば
、
買
い

手
が
ガ
ム
な
ど
の
少
額
商
品
を
追
加
購

入
し
て
、
代
金
を
釣
り
が
要
ら
な
い
額

に
近
づ
け
る
や
り
方
が
あ
る
。
反
対

に
、
こ
れ
は
ス
ー
パ
ー
で
よ
く
体
験
す

る
こ
と
だ
が
、
レ
ジ
係
が
何
も
い
わ
ず

に
釣
り
銭
と
一
緒
に
ア
メ
玉
を
出
し
て

く
る
こ
と
が
あ
る
。
レ
ジ
に
十
分
な
硬

貨
が
な
い
と
き
、
レ
ジ
係
は
独
自
の
判

断
で
、
釣
り
銭
を
出
せ
な
い
分
の
額
を

ア
メ
玉
に
換
算
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
一
〇
〇
フ
ラ
ン
程
度
（
日
本

円
で
二
〇
円
ほ
ど
）
の
釣
り
銭
不
足
の

と
き
の
方
法
で
、
通
常
は
お
ひ
ね
り
包

み
の
小
さ
い
ア
メ
玉
が
使
わ
れ
る
が
、

不
足
額
が
少
々
大
き
い
と
き
に
は
棒
付

き
キ
ャ
ン
デ
ィ
に
な
っ
た
り
も
す
る
。

こ
の
方
法
は
、
客
が
自
発
的
に
少
額
商

品
を
買
い
増
す
や
り
方
を
、
売
り
手
が

一
方
的
に
行
う
こ
と
に
他
な
ら
ず
、
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「
押
し
売
り
」
的
な
側
面
も
持
つ
行
為

の
は
ず
だ
が
、
こ
の
や
り
方
に
苦
情
を

い
う
人
を
み
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。

●
貨
幣
経
済
の
「
端
っ
こ
」

　

釣
り
銭
が
な
い
状
況
で
み
ら
れ
る
こ

の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
対
処
法
に
、
私

は
い
つ
も
新
鮮
な
驚
き
を
覚
え
る
。
日

本
の
生
活
で
は
た
い
て
い
の
場
合
、
釣

り
銭
は
一
円
も
漏
ら
さ
ず
き
っ
ち
り
精

算
さ
れ
る
。
買
い
手
は
そ
れ
を
当
た
り

前
と
思
い
、
売
り
手
も
釣
り
銭
用
の
硬

貨
を
怠
り
な
く
準
備
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル

で
は
、
一
〇
〇
フ
ラ
ン
程
度
の
額
は
、

売
り
手
と
買
い
手
の
対
面
関
係
の
な
か

で
臨
機
応
変
に
処
理
さ
れ
て
い
る
。
売

り
手
と
買
い
手
の
ど
ち
ら
が
「
ま
け

る
」
か
、
あ
る
い
は
、
釣
り
銭
代
わ
り

に
モ
ノ
を
使
う
か
、
と
い
っ
た
選
択
肢

の
ど
れ
か
が
あ
う
ん
の
呼
吸
で
決
定
さ

れ
、
決
済
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
決

済
は
、
貨
幣
だ
け
で
は
な
く
、
気
前
よ

さ
や
感
謝
を
示
す
行
為
や
モ
ノ
な
ど
も

動
員
さ
れ
る
こ
と
で
成
立
し
て
い
る
。

　

こ
の
や
り
と
り
を
体
験
す
る
と
き
に

私
が
感
じ
る
驚
き
に
は
、
貨
幣
経
済
と

貨
幣
を
仲
立
ち
と
し
な
い
経
済
の
境
界

線
上
に
立
つ
感
覚
が
含
ま
れ
て
い
る
。

Ｃ
Ｆ
Ａ
フ
ラ
ン
と
い
う
通
貨
が
流
通
す

る
貨
幣
経
済
圏
の
「
端
っ
こ
」
に
立
っ

た
気
持
ち
と
い
っ
て
も
よ
い
。

　

こ
の
体
験
は
私
に
、
本
来
、
決
済
と

い
う
も
の
は
、
貨
幣
だ
け
で
完
了
す
る

も
の
で
は
毛
頭
な
く
、
貨
幣
以
外
の
さ

ま
ざ
ま
な
媒
体
を
動
員
し
た
社
会
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
他
な
ら
な
い

こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

●
デ
ザ
イ
ン
に
込
め
ら
れ
た
歴
史

　

写
真
は
、
一
Ｃ
Ｆ
Ａ
フ
ラ
ン
硬
貨
の

表
面
（
右
下
）
と
裏
面
（
左
下
）
で
あ

る
。
表
面
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
西

ア
フ
リ
カ
中
銀
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で

あ
る
。
象
ら
れ
て
い
る
の
は
ノ
コ
ギ
リ

ザ
メ
で
、
魚
体
を
く
ね
ら
せ
、
写
真
下

方
に
向
か
っ
て
頭
部
を
伸
ば
し
て
い

る
。
頭
部
に
は
人
面
と
お
ぼ
し
き
目
鼻

が
つ
い
て
お
り
、
仮
面
の
よ
う
な
趣
も

あ
る
。
こ
の
マ
ー
ク
は
、
Ｃ
Ｆ
Ａ
フ
ラ

ン
の
す
べ
て
の
紙
幣
と
硬
貨
に
記
さ
れ

て
い
る
⑷

。

　

こ
の
マ
ー
ク
は
、
西
ア
フ
リ
カ
の
歴

史
と
関
係
が
あ
る
。
先
述
の
と
お
り
、

植
民
地
化
以
前
の
こ
の
地
域
で
は
、
金

が
交
換
手
段
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
こ

の
地
域
は
古
く
か
ら
金
の
採
掘
が
盛
ん

で
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
を
越
え
て
ア
ラ
ブ
地

域
に
も
大
量
に
輸
出
さ
れ
て
い
た
。
西

ア
フ
リ
カ
に
広
大
な
版
図
を
築
い
た
マ

リ
王
国
の
あ
る
王
が
、
一
四
世
紀
に

メ
ッ
カ
を
巡
礼
し
た
際
、
一
ト
ン
を
超

え
る
金
を
持
ち
込
み
、
メ
ッ
カ
経
済
を

数
年
に
わ
た
る
深
刻
な
イ
ン
フ
レ
に
陥

し
い
れ
た
と
い
う
逸
話
も
あ
る
。

　

西
ア
フ
リ
カ
沿
岸
部
の
ア
カ
ン
語
系

の
諸
民
族
で
は
、
こ
う
し
た
金
流
通
を

背
景
に
、
金
の
重
さ
を
量
る
真
鍮
製
の

分
銅
が
、
幾
何
学
模
様
や
動
物
の
姿
な

ど
を
象
っ
た
工
芸
品
と
し
て
発
達
し

た
。
西
ア
フ
リ
カ
中
銀
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
は
、
こ
の
ア
カ
ン
の
分
銅
の
代

表
的
な
意
匠
の
ひ
と
つ
を
も
と
に
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
マ
ー
ク
は
、
植

民
地
化
以
前
か
ら
西
ア
フ
リ
カ
が
生
み

だ
し
て
き
た
富
の
象
徴
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
歴
史
的
な
意
味
合
い
を
持
つ
意

匠
が
、
近
代
的
な
貨
幣
に
刻
印
さ
れ
て

い
る
の
を
み
る
た
び
、
西
ア
フ
リ
カ
が

こ
れ
ま
で
た
ど
っ
て
き
た
植
民
地
化
の

歴
史
に
思
い
が
い
ざ
な
わ
れ
る
。
Ｃ
Ｆ

Ａ
フ
ラ
ン
と
い
う
通
貨
は
歴
史
を
体
現

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
さ
と
う　

あ
き
ら
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

ア
フ
リ
カ
研
究
グ
ル
ー
プ
）

《
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⑵ 

Ｃ
Ｆ
Ａ
フ
ラ
ン
硬
貨
の
流
通
枚
数

は
、
西
ア
フ
リ
カ
中
銀
の
二
〇
一
一

年
の
統
計
年
鑑
（B

C
E
A
O

, A
n
-

n
u
aire statistiq

u
e 2

0
1
1

）
に

掲
載
さ
れ
た
通
貨
流
通
高
の
デ
ー
タ

（
一
七
ペ
ー
ジ
）
か
ら
算
出
し
た

（U
R

L

：h
ttp

://w
w

w
.b

c
e
a
o
.

in
t/A

n
n
u
a
ire

-sta
tistiq

u
e
- 

2
0
1
1
.h

tm
l　

二
〇
一
三
年
五
月

二
二
日
ア
ク
セ
ス
）。

⑶ 

日
本
の
通
貨
流
通
枚
数
は
、『
日
本

銀
行
統
計
』（
二
〇
一
三
年
四
月
三
〇

日
付
け
）。
第
五
〇
表
「
通
貨
流
通

高
」
か
ら
算
出
し
た
（U

R
L

：

h
ttp://w

w
w
.bo

j.or.jp
/statistics 

/pu
b/bo

j_st/in
d
ex.h

tm

　

二
〇

一
三
年
五
月
二
二
日
ア
ク
セ
ス
）。

⑷ 

Ｃ
Ｆ
Ａ
フ
ラ
ン
の
紙
幣
と
硬
貨
の
デ

ザ
イ
ン
は
西
ア
フ
リ
カ
中
銀
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
見
る
こ
と
が
で
き
る

（h
ttp

://w
w

w
.b

c
e
a
o

.in
t/

-B
illets-et-p

ieces-.h
tm

l

）。
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